
�������	
��
�４月11日（日）13時30分～　�富田砕花旧居
�宮崎修二朗氏　�500円　�＆�角野
（�090-8825-1292）

�������	
��
�４月12日（月）10時～11時30分　�市民
センター 204室　�＆�赤松（�34-2697）

�������	
��
�����
�４月13日・20日・27日（金）13時～14時30分
�体育館・青少年センター　�中・高齢者
�運動しやすい服装・上靴・バスタオル　
�＆�右田（�23-1084）

�������	
��
	�
�４月15日（木）13時30分～　�上宮川文
化センター　�宮崎修二朗氏　�200円
�＆�坂野（�06-6765-9779）

�������	
��
����
�４月17日（土）９時30分～11時　�福祉
会館　�男性60歳・女性55歳以上の独身
のかた　�杉本（�22-6333）

�������	
��
������
�４月17日（土）①セミナー・13時～15時
②カウンセリング・15時30分～17時　�あ
しや市民活動センター　�①25人②３人
�＆�ファクスでカウンセリングスペース・
フリースト（�078-435-6622/�078-435-6633）

�������	
��
�����
�４月22日（木）・23日（金）17時～（開場16時）
�ルナ・ホール　�ロミオとジュリエット
の上演と貴重書展　�甲南女子大学文学
部英語英米文学科（�078-423-3124）

��������	�
�４月23日（金）13時～15時　�あしや市
民活動センター　�仲間作り　�＆�う
つの会（�/�34-0550）

�������	
��
�����
�４月25日（日）13時30分～16時30分　�
市民センター 301・302室　�講演・マリ
ンバ演奏　�500円　�片岡（�32-4800）

�������	
��
�第１月曜・10時～11時30分　�市民セ
ンター 217室　�9,000円（６カ月分）　�
＆�外島（�31-4520）

�������	
���
�４月28日（水）10時～12時　�図書館　
�作品の制作・人形劇の練習　�ぷりん・
岡山（�31-6801）

��������	�
�中学校程度の英語・英会話（初級・中級）・
スペイン語・フランス語　�月額4,300円
～（年会費2,000円・教科書3,000円程度別）
※詳細は協会へ　�先着各18人　�＆�
国際交流協会（�34-6340）

�������	
��
���
�４月～９月（８月休講）　�市民センター
218室　�「源氏物語」・「奥の細道」・「蕪村」
�各7,500円（５カ月分）　�＆�あしや
文学同好会・高津（�22-7801）

�������	
�	�
���
�４月１日（木）から16時30分～18時30分　
�幼稚園・小学生向けの指導者　�棋力不
問　�＆�＆�芦屋芸術村・篠原（�35-
5889 ※日祝を除く９時30分～17時）

��������	
��
������
�４月３日（土）14時～16時　�市民センター
217室　�＆�エコクラブ・岩野（�23-1350）

�������	
��	�
���
�４月４日（日）10時～16時　�市民セン
ター217室　�パネル展示・無料健康相談
�芦屋市鍼灸師会（�23-4359）

�������	�
�４月４日（日）８時30分～　�阪急芦屋
川北広場→前山公園→ごろごろ岳→芦有
ゲート→右岸道→芦屋川緑地　�400円
（別途交通費）　�弁当・水筒・雨具　�＆
�芦屋登山会・相塲（�32-0628）

�������	
��
������
�４月６日・13日・20日（火）10時～11時40
分　�体育館・青少年センター　�柔軟体
操・ストレッチ・ヨガ　�55歳以上の女性
�＆�中谷（�34-6786）

��������	
��
�
�毎週水曜日の10時～13時　�＆�ワーク
ホームつつじ・田中（�22-7044）

�������	�
��
�
�＆�①４月８日（木）15時30分～17時・
ことばあそび五・七・五②17日（土）13時30
分～15時・超伝導船を走らせよう　�①
小学生　�①100円　�＆�浜風の家（�
35-5700）

�������	
��
�
�①４月８日～15日②17日～30日（９時
～17時※最終日は15時まで）　�①鷲田
祥子ビーズ織り作品展②永仮孝彦旅の写
真展　�＆�あしや喜楽苑（�34-9287）

�������	
��
��
�４月10日（土）13時30分～　�大原集会
所　�専門家による遺言・相続・個別相談
�10人（要予約）　�＆�相続相談センター
芦屋支部（�0120-640-339）

��������	
���
�４月10日（土）18時45分～　�図書館
�六車智香（ソプラノ）・金子正樹（ピアノ）
�図書館友の会（�23-1746）

�������	
����
�４月10日・17日・24日（土）10時～12時/14
日（水）・20日（火）17時～19時　�＆�＆�
打出囲碁クラブ・宮田（�090-5246-9954）

��������	
��
����
�４月11日（日）９時30分～11時30分　�市
民センター207室　�簡単な会話　�＆�
芦屋エスペラント会・津田（�0798-36-8817）

　市内に現存する古墳の墳丘としては最大規模を誇り、二重周濠を備えた希
少性は、５世紀における 畿内王権 との密接な関連が推察できることから、特

きないおうけん

に歴史的・文化的価値が高いと評価し、金津山古墳を芦屋市指定文化財（史跡）
として指定する教育委員会告示を３月19日に行いました。
���　４月10日（土）午後１時～３時（時間内随時）※雨天時は出土品展示のみ
���　金津山古墳・打出教育文化センター（資料配布・出土品展示等）
　　　　　　　※現地と展示会場には、担当者が待機し、解説します。
　　　　　　　※車での来場はご遠慮ください。
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一
昨
年
か
ら
、打
出
商
店
会
の
会
長
と
な
り
、商
店
街
の

活
性
化
を
図
る
べ
く
、ア
ー
ケ
ー
ド
の
改
修
や
い
く
つ
か

の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
う
ち
、商
店
街
単
体
で
は
な
く
、

打
出
エ
リ
ア
全
体
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

思
い
に
駆
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

打
出
公
園
の
こ
と
を
地
元
で
は
、親
し
み
を
込
め
て「
お

猿
公
園
」と
呼
ぶ
。市
が
管
理
す
る
公
園
と
し
て
は
珍
し
く
、

檻
の
中
で
猿
や
孔
雀
、リ
ス
、イ
ン
コ
等
の
動
物
が
飼
育
さ

れ
て
い
た
か
ら
だ
。猿
の
檻
が
で
き
た
の
は
、確
か
私
が
小

学
生
の
こ
ろ
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。し
か
し
、数
年

前
に
猿
が
死
に
、つ
い
先
日
、孔
雀
ま
で
も
が
死
ん
で
し

ま
っ
た
。現
在
は
空
っ
ぽ
の
檻
だ
け
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

打
出
は
、作
家
・
村
上
春
樹
氏
が
少
年
期
を
過
ご
し
た
町

で
あ
る
。『
風
の
歌
を
聴
け
』に
は「
猿
の
檻
の
あ
る
公
園
」

が
登
場
し
、打
出
公
園
が
モ
デ
ル
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、打
出
公
園
の
裏
手
に

あ
る
図
書
館
の
打
出
分
室
は
、

『
海
辺
の
カ
フ
カ
』に
登
場
す

る
図
書
館
の
モ
デ
ル
と
も
言

わ
れ
て
お
り
、地
元
の
文
化
財

産
と
思
っ
て
い
る
。

　

檻
に
は
も
う
猿
は
い
な
い

け
れ
ど
、世
界
的
に
有
名
な
作

家
の
原
風
景
、ゆ
か
り
の
地
と

し
て
今
後
も
残
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
切
に
願
う
。
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平
成
二
十
一
年
度
の
芦
屋
市
指
定
文
化

財（
史
跡
）と
し
て
、春
日
町
に
所
在
す
る
帆

立
貝
形
古
墳
の
典
型
で
あ
る 
金
津
山 
古
墳

か
な
つ
や
ま

が
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た（
教

育
委
員
会
告
示
三
月
十
九
日
）。

　

こ
の
古
墳
は
市
内
に
現
存
す
る
最
大
墳

丘
を
有
し
、全
長
五
十
五
ｍ
、後
円
部
径
四

十
二
ｍ
、前
方
部
長
十
三
ｍ
の
大
き
さ
で
す
。

　

古
墳
の
外
周
に
は
濠
が
二
重
に
め
ぐ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、そ
の
構
造
は
五
千
三
百

基
存
在
す
る
全
国
の
前
方
後
円
墳
の
中
で
、

大
変
稀
少
な
存
在
で
す
。

　

指
定
区
域
は
、後
円
部
全
体
と
そ
こ
に
至

る
通
路
二
カ
所
、外
側
に
め
ぐ
る
周
濠
が
地

下
保
存
さ
れ
た
区
域
で
、現
在
は
、福
祉
施

設
が
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

古
墳
の
築
造
時
期
は
五
世
紀
後
半
で
、須

恵
器
や
円
筒
埴
輪
・
形
象
埴
輪
が
出
土
し
て

お
り
、い
わ
ゆ
る 
倭 
の
五
王
が
活
躍
し
て
い

わ

た
時
代
の
も
の
で
す
。

　

五
世
紀
の
阪
神
地
方
は
、大
和
王
権
の
政

治
的
な
支
配
が
面
的
に
及
ん
だ
と
こ
ろ
で
、

そ
の
膝
下
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

平
成
元
年
度
の
確
認
調
査
に
よ
り
、後
円

部
墳
頂
に
は
大
き
な
墓
拡
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。お
そ
ら
く
、

金
津
山
古
墳
に
は
、海
上
交
通
に
関
わ
っ

た
、 甲
冑 
を
身
に
つ
け
、武
器
を
携
え
た

か
っ
ち
ゅ
う

有
力
首
長
が
埋
葬
さ
れ
て
い
る
も
の
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
の
古
墳
は
、近
世
の 
地
誌
類 
に

ち
し
る
い

黄
金
埋
蔵
の
伝
承
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
村
人
の
飢
饉
に
備
え
、 阿
保
親
王 

あ
ぼ
し
ん
の
う

が
埋
め
た
と
い
う
も
の
で
す
が
、そ
の
後
、

打
出
の
人
々
は
こ
の
伝
承
を
残
す
だ
け
で

な
く
、金
津
山
古
墳
の
墳
丘
も
親
し
み
を

も
っ
て
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
史
跡
指
定
に
伴
っ
て
、市
民
の
皆

さ
ん
に
出
土
品
と
共
に
現
地
を
公
開
し
、そ

の
歴
史
的
な
意
義
を
学
ぶ
機
会（
下
記
）に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。多
く
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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